
小 さ な 群 れ 

 

2 月 5 日は、日本のカトリック教会の基礎と思われる⾧崎 26 聖人殉教者お祝いです。も

う 20 年位前になりますが、私も⾧崎に旅行したことがあります。2 月 5 日 17：00 ⾧崎の

殉教者の記念ごミサに預かるために、私は、4：30 西坂のキリシタンの大殉教現場に行き

ました。しかし人の姿がなかったので、とっても驚きました。確かにごミサ時間は 5 時だ

ったのです。でも 4：45 から、5：00 の間、どうしてかは解らなかったのですが、あっと

いう間に 5000 人集まってきたのです。典礼も、司教の話も素晴らしかったのですが、私は

寒くて速く終わればいいなあと思っていました。 

15 世紀から 17 世紀にかけてのヨーロッパは領土拡大のため、

スペイン、ポルトガルを中心に航海ブームが起きていました。

ローマ教皇も海外侵略を後援した。なぜなら 16 世紀初頭から

宗教改革が起き、カトリックとプロテスタントが対立していた

のです。海外での新たな信者獲得のため、カトリック強国であるポルトガル、スペインの

航海船に使命感溢れる宣教師を連れ添わせ、領国が獲得した領土の住民への布教活動を開

始しました。そういった背景のもと、フランシスコザビエルが来日した 1549 年当時の日

本は戦国時代の末期。群雄割拠を経て 1560 年には桶狭間の戦いがあり、織田信⾧の勢力

が台頭していきました。 

豊臣秀吉によるキリシタン禁止令により、１５９７年２月５日京阪地方へ伝導していた

フランシスコ会宣教師 6 人と日本人信徒 20 人が処刑された西坂丘です。 

現代の⾧崎の信徒は「われらが殉教者の子孫です」と誇り高くしています。北海道の信

徒である私たちもこの殉教者の信仰を頂いて、毎日神の国を築くように努めていきましょ

う。 

主任司祭 ナルチゾ神父 



 

金曜日のみ 午前 10：30

 


